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❸ 奥
お う

州
しゅう

相
そ う

馬
ま

氏、戦
せ ん ご く だ い み ょ う

国大名としての発展から
　 中

な か む ら は ん し ゅ

村藩主へ
　　　～文化遺産が語る、奥州相馬氏の領地支配の姿～

■奥州相馬氏の支配の確立
　千葉氏を祖とする奥州相馬氏によ
る行

なめかた

方郡支配は、平
ひら

泉
いずみ

の奥州藤
ふじわら

原氏
との奥州合戦の功績により、 源

みなもとの

頼
よりとも

朝
から当郡内の領地を授かった文

ぶん

治
じ

５年
（1189）から、明

めい

治
じ

維
い

新
しん

までの約680年
間にも及びました。相馬氏はその期間
に一度も国

くに

替
が

えすることなく支配を続
けた全国でも数少ない武家です。
　この支配は、鎌倉時代末期に相馬
重
しげたね

胤が陸
む つ の

奥国
くに

行方郡に移住したことに
より本格化しました。南

なん

北
ぼく

朝
ちょう

時代から
戦国時代における戦乱の世において、
相馬氏は鹿島に下向した足

あしかがいちもん

利一門の
岩
いわまつ

松氏を滅亡させたほか、伊
だ て

達氏との
抗
こうそう

争などを繰り広げました。このよう
に相馬氏は幾度となく訪れる危機を乗
り越え、戦国大名の地位を確立してい
きました。
■江戸時代の中村藩
　江戸時代においても、相馬氏は奥州
中村藩主として当地方を引き続き支配
しました。領地は現在の行政区域に相
当する郷

ごう

に分けられ、城
じょう

下
か

に住む藩
はん

士
し

のほか、農村に住む藩士（在
ざいごう

郷給
きゅう

人
にん

）

を多く配置しました。この管理体制に
より藩内の村々に支配が行き届くこと
になり、藩

はんせい

政の安定化が図られました。
■文化遺産から知る相馬氏のあゆみ
　このようなあゆみは、市内に残る文
化遺産から知ることができます。中世
の城

じょう

館
かん

跡は、相馬氏の政治と軍事の拠
点であった小

お

高
だか

城
じょう

、牛
うしごえ

越城
じょう

をはじめと
して、約80か所確認されています。こ
れらの城館は領内の要所に配置されて
おり、領地支配を着実に進めていたこ
とを物語っています。
　また、同

どうけい

慶寺
じ

の相馬家墓地は、相馬
氏16代義

よしたね

胤以降の当
とうしゅ

主およびその夫人
等の五

ご

輪
りんとう

塔を含む墓
ぼ

石
せき

や墓
ぼ

堂
どう

が代々築
かれており、大名としての相馬氏の威

い

厳
げん

を伝えています。さらに、旧武
たけやま

山家
け

住宅を通して、武士としての格式を備
えながら、質素な暮らしぶりであった
在郷給人の姿を知ることができます。
　このような文化遺産は、相馬氏の戦
国大名としての発展、藩主としての領
地支配の継続という他の地域にみられ
ない統治者の歴史が当地方に深く息づ
いていることを示しています。



29

桃内駅

小高駅

磐城太田駅

原ノ町駅

鹿島駅

文化遺産

小高城跡小高城跡

旧武山家住宅旧武山家住宅

小高の中世城館群小高の中世城館群

標葉氏に関連する中世城館標葉氏に関連する中世城館相馬氏に関係する寺社群

岩松氏一族の城館跡群岩松氏一族の城館跡群

牛越城跡牛越城跡

戦国時代の合戦に関する城館群戦国時代の合戦に関する城館群

別所館跡別所館跡

相馬重胤御壇相馬重胤御壇

北新田の御壇北新田の御壇

日鷲神社日鷲神社

日光院日光院

金性寺金性寺

岡田館跡岡田館跡

医徳寺医徳寺

優婆ヶ館跡優婆ヶ館跡

阿弥陀寺阿弥陀寺

田中城跡田中城跡

初発神社初発神社

村上城跡村上城跡

下浦館跡下浦館跡

上浦館跡上浦館跡

行津館跡行津館跡

泉館跡泉館跡

高平の板碑高平の板碑

寿性寺館跡寿性寺館跡

同慶寺の相馬家墓地同慶寺の相馬家墓地

奥州相馬氏の発展を伝える文化遺産
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　原町区市街地の西側の丘陵にある城
跡です。関

せ き が は ら

ヶ原の戦い（1600年）の頃
に短期間ですが、相馬氏の居城でした。
その後、相馬氏は再び小高に戻り、の
ちに中

なかむら

村城へ移ります。この城の前で
野
の

馬
ま

追
おい

を行っていた時、関ヶ原の戦い
の不参戦を徳

とくがわ

川家
け

から咎
とが

められる知ら
せがありました。

　小
お

高
だ か

城
じょう

跡
あ と

　中
ちゅう

世
せい

における奥州相馬氏の居
きょ

城
じょう

であ
り、重

しげたね

胤の子光
みつたね

胤が建武３年（1336）
に築

ちく

城
じょう

しました。築城後、南
なん

朝
ちょう

方
がた

の攻
撃により落城しましたが、その後奪還
しました。以後、中

なかむら

村城（相馬市）に
移る280年間、政治・軍事の拠点でした。
現在は相馬野馬追の野

の

馬
ま

懸
かけ

が行われる
相馬小高神社となっています。

　牛
う し ご え

越城
じょう

跡
あ と

　

　高
た か ひ ら

平の板
い た い し と う

石塔婆
ば

（板
い た

碑
び

）
　原町区下高平には中

ちゅう

世
せい

の供
く

養
ようとう

塔で
ある板石塔婆（板碑）が集中してお
り、有力な拠点であったと考えられま
す。中でも相馬重

しげたね

胤下
げ

向
こう

以前の嘉
か げ ん

元２
年（1304）の銘

めい

があるものもあり、相
馬家の中でも重胤とは別の有

ありたね

胤・胤
たねひら

平
系統の一族が高平に移住していたこと
を示すといわれています。

下高平川原の板碑



31

　同慶寺に立ち並ぶ五
ご

輪
りんとう

塔は近
きんせい

世大名
家の威

い

厳
げん

を示しているといえるでしょ
う。居城が中村に移ってからも小高に
葬られるということは相馬家の小高に
対する思いを見ることができます。ま
た、これらは大名家の葬

そうそう

送儀
ぎ

礼
れい

の変遷
をうかがうことができる貴重な資料で
もあります。

　同
ど う け い

慶寺
じ

の相
そ う

馬
ま け ぼ ち

家墓地
　同慶寺には相馬家16代当主義

よしたね

胤から
27代益

ますたね

胤までの江戸時代の相馬氏一
族の墓が築かれています。
　16代義胤は伊

だ て

達政
まさむね

宗と戦闘を繰り広
げ、伊達氏の居城のある北側を向いて
葬られていると伝えられています。18
代義胤は名君と知られており、早世し
たこともあり、墓

ぼ

堂
どう

を建て、特に手厚
く葬られています。

　大
だ い

名
みょう

婚
こ ん れ い

礼調
ちょう

度
ど

等
と う

　同慶寺には、中村藩主の相馬家に嫁
入りする際の婚礼道具として持参した
品々が納められています。いずれの
品々も、意

い

匠
しょう

・技術が見事な大名家な
らではの優品です。

歴代相馬氏の墓

相馬義胤（16代）
の墓

相馬義胤（18代）
の墓堂
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下
しもうさ

総から移りました。妙見は江戸時代
は小高・太

おお

田
た

神社などに祀られ、現在
は金

きん

性
しょう

寺
じ

、医
い

徳
とく

寺
じ

が引き継いでいます。

　
　原町区北新田には、中

ちゅう

世
せい

の相馬氏一
族の墓群が残されています。この北新
田の御壇は相馬顕

あきたね

胤、盛
もりたね

胤、高
たかたね

胤らの
墓として伝えられています。この墳

ふん

墓
ぼ

群の南に現在原町区本
もとまち

町にある新
しん

祥
しょう

寺
があったとされます。
　岩

がんおく

屋寺
じ

にある相馬重胤御壇も中世武
家の墓制を示す貴重な遺跡です。相馬
地方に移住してきた重胤ではなく、室
町時代中期の重胤の墳墓です。古墳時
代前期に作られた古墳の上に築かれて
います。

　相馬氏の移住とともに妙
みょう

見
けん

、塩
しおがま

釜（現
塩釜神社）、鷲

わしの

宮
みや

（現日
ひ

鷲
わし

神社）の３
社と日

にっこういん

光院（現日光寺）などの７寺が

    　相馬氏に関係する寺社群

    北
き た に い

新田
だ

の御
お

壇
だ ん

・相
そ う

馬
ま

重
し げ た ね

胤御
お

壇
だ ん

相馬重胤御壇

北新田の御壇

     日鷲神社
鷲宮とも称されており、ここ
の御神水はかつては野馬懸に
用いられていました。

     塩釜神社
もとは益田にあり、洪水に
あったため、現在の上太田に
鎮座したと伝えられます。

明治はじめの神仏分離令により、妙見菩薩
は神社から離れ、寺院に移されました。太
田神社の妙見菩薩は医徳寺に、小高神社の
妙見菩薩は金性寺に移されました。     医徳寺      金性寺

      日光寺
羽黒修験の大先達です。明治時
代に中村城下から、もとの小山
田に戻りました。
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　中世の城館は各地に残されています。
これらは戦乱の場であるとともに、地
域の支配拠点であり、資料の少ない中
世の歴史を示す貴重な遺跡群です。
　別

べっ

所
しょの

館
たて

は現在の相馬太
おお

田
た

神社で、相
馬氏が下

しもうさ

総から移住した最初の居住地
と伝えられます。相馬氏は小高に直接
に移ったともされていますが、中世段
階にいずれかの勢力の拠点であったこ
とは間違いないでしょう。
　村

むらかみ

上城
じょう

は小高区の海側にある館跡で
す。相馬氏は小高城からこの地に居城
を移す計画でしたが、火災により断念
したといわれています。
　田

た

中
なか

城
じょう

は相馬氏の家臣、桑
こ

折
おり

氏の居
城でしたが、戦国時代末期、16代相馬
義
よしたね

胤の弟、郷
さとたね

胤が城
じょうだい

代となりました。
戦国時代はこの城をめぐる攻防が多く
ありました。伊

だ て

達領葛
か

西
さい

大
おおさき

崎一
い っ き

揆討伐
の際には石

いし

田
だ

三
みつなり

成が逗
とう

留
りゅう

しています。

  　　中
ちゅう

世
せ い

の城
じょう

館
か ん

跡
あ と

      優婆ケ館跡
相馬四天王と呼ばれる須江氏
の館です。原町と小高の境に
あります。

      村上城跡

      別所館跡（現在の相馬太田神社）

      田中城跡

      寿性寺館跡
鹿島区の唐神ため池の東の山
中の眺望の良い場所にありま
す。戦国期の戦乱の場となり
ました。

      岡田館跡
相馬家の重臣、岡田氏の館。
現在は初発神社（岡田）となっ
ています。
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　阿
あ み だ じ

弥陀寺
　鹿島区の一部は、相馬氏とは別に室
町時代に鎌倉から行

なめかた

方に下
げ

向
こう

した岩
いわまつ

松
氏という氏族が支配していました。阿
弥陀寺は、岩松氏ゆかりの浄

じょう

土
ど

宗
しゅう

の寺
院であり、岩松氏の居館跡地に建立さ
れています。

　宝
ほ う ぞ う

蔵寺
じ

の楓
かえで

　宝蔵寺は平安時代の建
こん

立
りゅう

とされ、戦
国末期には相馬郷

さとたね

胤の祈
き

願
がんじょ

所として信
仰されていました。庭園は紅葉が美し
く、江戸時代から名所として記録に残
されています。

　阿
あ み だ じ

弥陀寺の文化財
　阿弥陀寺には国指定重
要文化財の刺

し

繍
しゅう

阿
あ み だ

弥陀
名
みょう

号
ごうかけふく

掛幅など数多くの
文化財が残されていま
す。

刺繍阿弥陀名号掛幅
南無阿弥陀仏の六字名号の
上部に天蓋、下部に蓮華座
を刺繍で美しく表現したも
のです。軸にも繊細な彫刻
が施されています。

法然上人像板木
浄土宗の祖、法然上人を描い
た板木です。原板は京都の知
恩院のものであり、古い段階
の模刻とされ、布教活動を伝
える資料として貴重です。

刺繍阿弥陀三尊来迎掛幅
阿弥陀三尊が来迎する様子を
刺繍で描いた掛幅です。上部
に釈迦如来、薬師如来を表し
た構図が特徴的で、類例の少
ない優品です。
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　現在は母屋のみですが、以前は土蔵
や厩

うまや

、隠
いん

居
きょ

、雪
せっちん

隠などがありました。

　各地に残る初発神社は本来は妙
みょう

見
けん

を
祀っていましたが、現在は明治時代の
神
しんぶつぶん

仏分離
り

令
れい

により、妙見の化
け

身
しん

とされ
る天

あめ

之
の

御
み

中
なか

主
ぬしの

尊
みこと

を祀っています。原町
区江

え ね い

井の初発神社境内の暖
だんたい

帯に多いス
ダジイを主とする鎮

ちんじゅ

守の森は、相馬地
方の温暖気候を示す象徴的な森です。

　旧
きゅう

武
た け

山
や ま

家
け

住
じゅう

宅
た く

　江戸時代の終わり、18世紀後半頃に
建設された農村に住んだ武士である
在
ざいごう

郷給
きゅう

人
にん

の住まいです。農家に床の間
や棚、書

しょいん

院などが備えられ、武士とし
ての格式を表しながらも、質素なつく
りとなっており、当時の在郷給人の暮
らしぶりを伝えています。

  初
は じ め

発神社のスダジイ樹林
説明の様子
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